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1.研究背景と目的 

 我が国の沿岸域では，磯・浜辺傍の非常に限

られた領域内に住居や施設を密集させた漁村集

落を多く見ることができる。これら沿岸域集落

には様々な型で展開している水産業(漁業)を生

業とする者が多く居住している。また，生活様

式に合わせて自力更新(増改築)された建築物か

らは，漁業活動を通した柔軟な相互扶助機能が

いまだに習慣的に働いていることが伺える。ま

た近年の集合住宅や高密度住宅地域の住居内部

における水廻りの配置位置は、居住者のライフ

スタイルに合わせた配置をすることは設備面な

どからも計画することは困難であり多くの場合

が１か所にまとめられることが多い。しかし水

廻りというのは生活環境単位の基礎であり配置

によっては空間の使い方が大きく変化してくる

ものだと考えられる。実例として千葉学の MESH

や西沢立衛の船橋アパートメント、山本理顕の

東雲キャナルコートなどがその例として考えら

れる。そこで、本研究では，自然発生的に形成

され生活様式に合わせて自ら住環境を更新して

きた中で、水廻りはどう使われ更新され、どう

いった空間構造を持ってきたのかを調査、分析

することで、集まって長期間暮らすという環境

の中で水廻りがどのような生活様式への影響や

空間の使い方の可能性を持っているのかを把握

し，今後の住居環境の空間特性やコミュニティ

形成を検討する基礎的資料となることを目指し

ている。 

2.研究概要 

2-1.既往研究と本研究の位置づけ 

 本研究と関係のある既往研究として，荻野ら

は地縁的コミュニティを維持した高密集住空間

である沿岸集落において、生活行為と空間の関

係を通しての「行為－距離－空間」という仕組

みに着目し、建築・外部空間の維持調整機能や

隣り近所の近隣関係の差異性を明らかにするこ

とを目的とし、沿岸域に展開する漁業集落にお 
 
 
 
 
 

 
 
 
いて、生活環境単位の基礎である水廻り(屋外空

間と密接な関係にある行為)に着目し、分析を行

っている。 
以上内容ではトイレ、洗濯機の配置が生活行動

範囲が住居外部へと拡張する要因の 1 つとして

挙げられている。また、「集合住宅における水廻

り空間に関する研究」として福島らは、集合住

宅の居住者にアンケート調査を行い水廻り空間

で過ごした時間を算出し水廻り空間が生活の中

でいかに重要な役割を担っているかを分析して

いる。しかし、 
沿海集落のように生活様式に合わせて住環境を

自ら更新してきた中で水廻り空間はいかに計画

され、またそれがどう居住者の生活に関わって

きたのか分析した研究は少ない。本研究では、

「水廻りと空間」「水廻りと人間」という関係に

着目し、研究対象地である沿海集落をサンプル

とし分析を行っていくこととした。 
2-2.研究対象地域 

 本稿では京都府の北端，丹後半島の北東部に

位置する伊根湾の海沿いに断崖とのわずかな空

間に形成された伊根沿岸域集落を調査対象沿岸

域集落とし，その中でも比較的住居が道路沿い

に一直線に連なる立石地区と対照的に湾曲しな

がら連なる隣りの耳鼻地区、亀山地区の３地区

を選定した。(Table.1)  

 

 

 

 

 

 

 

     立石地区          耳鼻・亀山地区 

Table.1 研究対象地域の位置図 
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2-3.研究方法 

 本研究では，アンケート結果また実測した間

取りから得られた資料をもとに，「水廻りと空

間」においては荻野らによるトイレ、流し台、

洗濯機の配置特性分析方法を参考に、各水廻り

(トイレ、風呂、キッチン、流し台、洗濯機)の

現状の配置位置を把握する。(3.) 

「水廻りと人間」においては居住者の住居内部

１階部分における常態位置注 1)と水廻りの配置

位置とを照合し、関係を考察する。(4.) 

また、生活様式に合わせて住環境を更新してき

た中で水廻りはどう増改築されてきたのかを把

握する。(5.) 

注 1) 

・「常態位置」： 

住居内部空間での日常生活において，利用す

る頻度が高く，使用・滞在時間が長い個人の

特定の位置。 

・「常態間距離」： 

常態位置同士の物理的空間距離。 

3.「水廻りと空間」 

3-1.「水廻りと空間」の分析方法 

 「水廻りと空間」についての分析を行ってい

く初期段階として、これまでのフィールドサー

ベイで採取できた立石地区、耳鼻地区、亀山地

区の住居の間取りのアウトラインを取り、そこ

に各水廻り(トイレ、風呂、キッチン、流し台、

洗濯機)の配置位置をプロットした。これらを玄

関口と道路側のアウトラインを合わせオーバー

レイすることで、各水廻りの現状の配置位置の

傾向を読み取ろうと試みた。(Fig.1) 

 

 

 

 

 

    キッチン・トイレの配置(耳鼻・亀山) 

 

 

 

 

 

洗濯機・風呂・キッチン・トイレの配置(立石地区) 

 

Fig.1 立石・耳鼻・亀山地区の水廻りの配置例 

 

 

 

 

3-2.分析結果・評価 

・立石、耳鼻、亀山の 3 地区とも、ほとんどの

住居のキッチンは山側の住居奥に配置されてい

る。 

・トイレは住居内に分散しているが、立石地区

では玄関横に配置されている住居が多くみられ

た。 

・立石地区では洗濯機を屋外に配置する傾向に

あり、耳鼻、亀山地区においては屋内に配置す

る住居が多くみられた。これには、地形として

屋外空間に余裕のある立石地区と、湾曲し密に

連なる耳鼻地区、山と海との間が狭く道路も狭

くなる亀山地区では屋外空間が取りにくいこと

が理由の一つとして考えられる。 

・耳鼻、亀山地区において風呂は分散している

が、立石地区では玄関－土間の延長線上の住居

の奥に配置されていることが多い。 

4.「水廻りと人間」 

4-1. 「水廻りと人間」の分析方法 

 過去に分析した立石地区における常態位置か

ら見る居住者と近隣住民との距離間隔から、居

住者がそれぞれの住居のどの範囲までをプライ

ベートな空間と捉えているかが分かっているこ

とから同様の分析を耳鼻、亀山地区においても

行い、その分析と各水廻りの配置位置を照合し、

各水廻りが居住者が認識している範囲のどこに

位置するかを分析してみた。 

 常態間距離(常態位置間の物理的空間距離)は，

アンケート調査で得た情報から常態位置を CAD

上で図面内にプロットし，常態位置間の直線距

離を計測する。尚，今回は常態位置間を結ぶ直

線とそれに交差する空間装置(家具や戸まど)に

ついては考慮せず距離を計測した。計測対象は，

外部環境との接点である近隣交流空間での近隣

住民の常態位置「N」からの，住居内部における

世帯主「D」，主婦「H」，その他の家族「FM」ま

での直線距離(N-D 距離，N-H 距離，N-FM 距離)で

ある。算出した数値を，西出和彦氏による「人

間同士の距離の分類」と照らし合わせた。  

このデータに各住居の外部と内部との境界線

からの各水廻りまでの距離を CAD 上で算出した

データを照合した。(Fig.2)(Fig.3) 
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Fig.2 立石地区における 

主室の距離分布と常態位置、水廻り設置位置の関係 

 

4-2.分析結果・評価 

立石地区に関して 

・キッチンの位置に関してはどの住居もほぼ外

部との境界から同じ距離の範囲(7,000mm～

12,000mm)にあることがわかる。 

・風呂の配置位置に関しては道路側に設置され

ていることはないが、SM09_t のように玄関入っ

てすぐ風呂という例もある。これには、玄関－

土間－風呂と住居奥へ続く構造がいくつか見受

けられる。 

 耳鼻、亀山地区においては、 

・耳鼻地区では間取りを採取できた５軒のうち

２軒しか主屋にトイレをもっていなかった。 

・SM09_k のトイレは玄関横にあるが、道路側の

縁側からアプローチするようなプランとなって

いる。 

・SM30_n の風呂は玄関からは離れているが道路

側の角にある、この３地区ではめずらしい例で

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3 耳鼻・亀山地区における 

主室の距離分布と常態位置、水廻り設置位置の関係 

 

・立石、耳鼻、亀山地区とキッチンは山側の住

居奥に配置してあることがほとんどだが、

SM13_k の例では増築にともない玄関を入ってす

ぐに今と続いてキッチンがある、欧米の住居に

よく見られるようなプランとなっている。 

・耳鼻、亀山地区は立石地区と比べて、住居奥

までの距離が短くセミ‐プライベート空間も１

２軒中１０軒とほとんどの住居が空間共有域ま

であることが分かる。 

5.水廻り空間における増改築 

5-1. 水廻り空間における増改築の分析方法 

3 地区内にある計 80 軒に主屋と舟屋の築年数、

増改築した内容と年度をアンケート調査し 70 軒

分の資料を採取した。その中から水廻り空間に

関する増改築の内容 33 件(全体の約 47％にあた

る)をリストアップし、その内容や、どの水廻り

空間の増改築が多いのかをまとめた。(Fig.4) 
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主屋・舟屋の築年数と水廻りの増改築について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.4 主屋・舟屋の築年数と水廻りの増改築について 

 
5-2.分析結果・評価 

・水廻り空間の増改築で最も多く行われていた

キッチン周りは全 39 件のうち 15 件(約 38％)で

1930 年～現在まで、特に 1970 年代頃からシステ

ムの変更や土間らフローリングへの変更、場所

の変更などだった。続いて多かったのが、12 件

(約 31%)で風呂だった。1960 年代後半～現在の

どの年代にも見られ、内容としては場所替えや

他の水廻りとの配置位置を近づける、オール電

化などであった。 

以降は、トイレが 7 件(約 18%)1990 年頃から

2004 年にかけてみられ、和式かた様式への交換

や、トイレを 2 階にも設けるなど、居住者の生

活様式の変化によるものと思われる内容である。

水廻りを全体的に変えたという例は 5 軒(約 13%)

で、1970 年代後半と近年という傾向。 

6.まとめ 

・風呂の配置には大きく分けて、玄関－土間－

風呂と住居の側面に沿って奥へ一直線上に連な

るパターンと、玄関とは対角線上の住居 

 

 

の一番奥といったパターンとの２つに分けられ

る。 

・キッチンの配置位置に関して、既往研究より

伊根同様に高密度な沿岸集落を形成している答

志島においては、漁業関係の作業が住居でも行

われるため、キッチンが玄関横にあり生活と仕

事に兼用した結節点のような役目を果たしてい

る。しかし伊根において作業場としては舟屋を

利用し、小さな流し台または蛇口を海側もしく

は道路側に配置する程度であり、キッチンは漁

業からは最も離れた位置ともいえる主屋の奥で

ある山側に配置されていることから、キッチン

の配置計画においては漁業との関連性は低いの

ではないかと考えられる。 

・今後は「水廻りと空間」「水廻りと人間」とい

う枠の名で伊根町の 3 地区をはじめ、過去に調

査済みのその他の沿海集落との比較等を行いな

がら、水廻りの配置パターンや水廻り空間の可

能性等を考察していく。 
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